
 

 

 

 

 

 

 

日時  ２０２１年 8月 21日（土）１０：３０～１６：００ 

会場  函館中部高校  視聴覚教室・化学教室 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒の感想】《抜粋》  

・自分は、地球温暖化と食の二つが結びつくと思ってなかったので、自分の研究でも、結び

つかないと思っていても、やってみようと思いました。 

・今回の講演はとても面白かった。特に SS 特講を受講するメンバーと協力してポスター

を完成させる場面では、同じ志を持つもの同士、有意義な話し合いを展開させることがで

き、またそれは自身の成長につながったと深く実感した。そのため、今後も他の受講者との

交流の場を設けてほしいと考えた。 

〈午前の部〉１０：３０～１２：００  

北海道大学新渡戸カレッジに所属し、科学の啓

蒙活動をしている学生から、地球温暖化に関する

講義を受けました。地球温暖化が私たちの環境に

与える影響や問題点をついて実験や具体例を交え

て示していただき、地球温暖化に対する認識を深

め、問題意識を高めることができました。 

〈午後の部〉１３：３０～１６：００ 

 午前中の講義内容をもとに、「食卓からできる地球

温暖化防止について」グループディスカッションを行

い、各グループでは、活発な意見交換が行われました。

それぞれ解決策を導き、食料ロスを減らす方策などを

発表しました。 

 生徒同士や大学生からの質疑応答で白熱した議論と

なり、大変有意義なものとなりました。 

最後に、北海道大学名誉教授 帰山雅秀先生（北海

道大学新渡戸カレッジ・北極域研究センター所属）か

ら「縄文海進から地球温暖化を考える」のテーマで講

義を頂きました。大変貴重な内容で、地球温暖化につ

いて新たな視点を教えていただきました。 


